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方法は、講義型授業においても Problem Based Learning の要素を導入することであろう。各学問分野
の学習を通して獲得する能力を設定し、そのために提示すべき課題（Problem）を設計するのは各教員
である。レポート課題もまた Problem Based Learning といえるであろう。どのような能力を身につけ
たかを実証できる課題（problem）の設計が Ability-based Learning Outcomes の可視化につながる。
卒業研究等は典型的な Problem Based Learning であり、その教育効果についての従来からの評価は極
めて高く、今後はその卒業研究課題やゼミナールで提示される課題に取り組む過程においてどのよう
な能力が身についていったかを明確にすることが重要であると思われる。 
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